
え
ら
れ
た
が
、

最
も
重
要
な
の

は
天
皇
直
轄
の

人
民
と

国
造
・

伴
造
（
部
の

首
）
の

支
配
す
る

人
民
の

戸
籍
を

作
り
、

田
畑
を
調
査
す
る
こ

と
と
、

空
地
に

武
器
庫
を

造
っ

て
、

地
方
に

あ
る
刀
甲
弓
矢
を
集
め
て

収
納
す
る

こ

と
で

あ
っ

た
。

こ

の

八
人
の

国
司
が

任
命
さ
れ
た
東
国
の

国
々

の

範

囲
に
つ

い

て

は
異
説
は
あ
る
が
、

相
武
が

含
ま
れ
て

い

る
こ

と
は
疑
い

な
く
、

国
司
の

派
遣
は
東
国
に

多
く
の

天
皇
家
の

部
民
が

設
定
さ
れ
て

い

た
こ

と
と

深
い

関
係

が
あ
ろ
う
。

そ
し
て

翌
大
化
二

年（
六
四
六

）正
月
、

政

治
の

大
革
新
を
行
う
こ

と
を
天
下
に

告
げ
る
改
新
の

詔

が
宣
布
さ
れ
た
。

そ
の

詔
は
、

四
か

条
か

ら
成
っ

て

い

た
。

第
一

条
は
、

天
皇
を
は
じ
め

国
造
・

伴
造
ら
の

所

有
す
る

私
地
・

私
民
の

廃
止
、

第
二

条
は
、

全
国
に

国

・

郡
・

里
の

行
政
区
の

制
定
、

第
三
条
は
、

戸
籍
を
作

国衙所在地諸説
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り
、

班
田
収
授
の

実
施
、

田
租
の

統
一

、

第
四
条
は
、

人
民
の

調
・

庸
等
の

制
定
で

あ
る
。

こ

れ
ま
で

の

国
造
の

人
民
支
配
を
否
定

し
、

国
郡
制
と
天
皇
の

任
命
す
る

官
人
に

よ
る

支
配
体
制
を
実
施
す
る
こ

と
が

打
ち
出
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

こ

の

新
体
制
は
、

大
宝

元
年
（
七
〇
一

）
に

で

き
た
大
宝
律
令
で

法
文
化
が
完
成
し
た
。

今
日
の

神
奈
川
県
の

も
と
と
な
っ

た
相
模
国
と
武
蔵
国
も
、

後
に

郡
の

新
設
（
近
世
中
こ

ろ
に

設
け
ら
れ
た
津
久
井
県

）や
、

隣
国
の

郡
の

移
管
（
近
世
の

初
め
、

下
総
国
の

葛
飾
郡
を
武
蔵
国
に

編
入

）
が
あ

る

ま
で

は
、

そ
の

境
域
は
、

大
化
改
新
後
、

間
も
な
い

時
期
に

定
め

ら
れ
た
。

そ
の

後
、

国
や
郡
の

新
設
や
廃
合
が

し
ば
し
ば
行
わ

れ
、

全
国
が

六
十
八
の

国
と

定
っ

た
の

は
、

平
安
時
代
の

初
め

弘
仁
十
四
年
（
八
二

三

）
の

こ

と
で

あ
る
。

こ

う
し
て

新
体
制
に

再
編
さ
れ
た
県
下
で
、

ま
ず
武
蔵
国
に

属
す
る

地
域
は
、

以
前
、

武
蔵
国
造
が

献
上
し
た
屯
倉
が

郡
と
な
っ

た

橘
樹
郡
・

久
良
郡
と

都
筑
郡
の

三
郡
、

相
模
国
で

は
、

足
上
郡
・

余
綾
郡
・

足
下
郡
・

大
住
郡
・

愛
甲
郡
・

高
座
郡
・

鎌
倉
郡
・

御
浦
郡
の

八
郡
で

あ
る
。

こ

の

八
郡
は
、

小
田
原
北
条
氏
の

時
代
に
、

足
上
郡
・

足
下
郡
を
西
郡
、

余
綾
・

大
住
・

愛
甲
三
郡
を
中

郡
と
し
た
こ

と
は
あ
っ

た
が
、

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
の

新
郡
区
編
制
に

引
き
つ

が
れ
た
。

国
に

は
国
司
、

郡
に

は
郡
司
の

政
庁
が
お

か
れ
、

国
衙
・

郡
衙
と
よ
ば
れ
、

そ
の

所
在
地
が

そ
れ
ぞ
れ
国
府
・

郡
家
で

あ
る
。

武

蔵
国
府
は
、

東
京
都
下
に

あ
る
が
、

相
模
国
府
は
、

数
か

度
の

変
遷
が
あ
り
、

十
世
紀
に

で

き
た
「
和

名

抄

」
は
、

国
府
は
大
住

郡
に

在
り
と
あ
り
、

十
二

世
紀
の

書
に

は
、

余
綾
に

府
あ
り
と

あ
る
。

ま
た
、

奈
良
時
代
全
国
の

国
ご
と
に

建
立
さ
れ
た
国
分
寺
の

址
が
今
日
の

海
老
名
市
に

あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、

海
老
名
国
府
説
も
あ
る
。

最
近
綾
瀬
市
か

ら
、

天
平
初
年
こ

こ

が

国
府
で

あ
る
こ

と

を
裏
付
け
る

木
簡
が

発
見
さ
れ
て
、

最
初
の

相
模
国
府
が
こ

の

地
で

あ
る
こ

と
が

明
ら
か
に

な
っ

た
。

「
和
名
抄

」
に

み
え
る

大
住
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郡
国
府
に

つ

い

て

は
、

伊
勢
原
市
比
々

多
説
、

平
塚
市
四
ノ

宮

説
、

秦
野
市
御
門
説
等
の

諸
説
が

あ
る
が
、

四
ノ

宮
説
が

有
力

で

あ
る
。

余
綾
国
府
は
、

大
磯
町
大
字
国
府
本
郷
の

地
で
、

国

府
津
は
、

そ
の

外
港
で

あ
り
、

大
住
郡
か
ら
こ

こ

に

移
っ

た
の

は
、

平
安
時
代
末
期
と

す
る

説
が

ほ
ぼ
定
説
で

あ
る
。

こ

の

ほ
か
、

小
田
原
市
永
塚
千
代
廃
寺
付
近
に

国
府
が
あ
っ

た
と

す
る
足
柄
国
府
説
も
提
唱
さ
れ
て

い

る
。

こ

れ
ほ
ど

国
府
所
在
地
の

候
補
地
が

多
い

国
は
他
に

な
い
。

こ

れ
は
相
模
国
の

歴
史
を
考
え
る
上
で

重
要
な
問
題
で

あ
る
。

白
村
江
の

敗

戦
と

防
人

大
化
改
新
が

発
足
し
て

数
年
の

ち
の

西
暦
六

六
三
年
、

ヤ
マ

ト

朝
廷
が
、

百
済
復
興
の

た

め

朝
鮮
半
島
に

送
っ

た

軍
隊
が
、

白
村
江
で
、

唐
と

新
羅
の

連

合
軍
の

た
め

大
敗
し
た
。

今
日
、

中
国
東
北
地
区
輯
安
に

あ
る

高
勾
麗
国
王
広
開
土
王

（
三
九
一

年
即
位
－
四
一

二

年
没

）
の

死
後
二

年
目
に

建
て

ら
れ

相模国八郡と武蔵国三郡の郡衙所在地（推定）
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た

碑
文
に
、

辛
卯
の

年
（
三
九
一

）
倭
兵
が

海
を
渡
っ

て

百
済
に

侵
入

し
、

三

九
六
年
に

は
広
開
土
王
が
百
済
に

侵
入
し
た
。

三
九
九
年
、

倭
兵
が

新
羅
に

せ

ま
り
、

四
〇
四
年
倭
軍
は
漢
江
を
渡
っ

て
、

平
壌
に

せ

ま
っ

た
。

広
開
土
王
は

こ

れ
を
迎
え
う
っ

て

殲
滅
的
打
撃
を
与
え
た
と

あ
る
。

四
世
紀
末
五
世
紀
初
め

に
、

倭
の

大
規
模
な
半
島
進
出
が
あ
っ

た
こ

と
は
疑
う
べ

く
も
な
い
。

し
か
し
、

半
島
諸
民
族
の

民
族
的
自
覚
に

よ
る
反
撃
に

よ
っ

て
、

ヤ
マ

ト
王

権
の

半
島
経
営
は
次
第
に

困
難
と
な
り
、

五
六
二

年
に

は
、

ヤ
マ

ト
王
権
の

前

線
基
地
の

役
割
を
果
た
し
て

い

た
任
那
が

新
羅
に

亡
ぼ
さ
れ
、

六

六

〇

年
に

は
、

盟
邦
百
済
が
、

唐
・

新
羅
連
合
軍
に

亡
ぼ
さ
れ
た
。

そ
の

復
興
の

た
め
、

斉
明
天
皇
は
み
ず
か
ら
九
州
に

下
っ

て
、

救
援
の

大
軍
を
送
っ

た
。

援
軍
は
、

前
・

中
・

後
の

三
軍
に

分
か
れ
、

前
軍
将
軍
は
上
毛
野
君
稚
子
、

中
軍
将
軍
は

巨
勢
神
前
臣
訳
語
・

三
輪
君
根
麻
呂
、

後
軍
の

将
軍
は
阿
倍
引
田
臣
比
羅
夫
・

大
宅
臣
鎌
柄
、

兵
は
二

万
七
千
の

大
軍
で

あ
る
。

三
軍
は
、

そ
の

将
軍
か
ら
み

て

前
軍
は
東
国
兵
、

中
軍
は
ヤ
マ

ト
及
び
そ
れ
以
西
の

西
国
兵
、

後
軍
は
北
陸

筋
の

水
軍
と
み
ら
れ
る
。

ま
ず
前
軍
は
、

新
羅
を
攻
め
て

そ
の

二

城
を
攻
略
し

防人の歌碑　福岡県
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て

百
済
に

転
進
し
た
が
、

唐
軍
と

結
ん
だ
新
羅
軍
は
、

わ
が
前
軍
に

か
ま
わ
ず
直
接
百
済
の

王
城
に

進
攻
し
た
。

唐
軍
が
新
羅
よ
り

先
に

百
済
の

王
城
を
攻
略
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で

あ
る
。

百
済
王
城
の

危
急
を
み
た
ヤ
マ

ト
の

中
軍
は
、

百
済
王
城
に

直
行
し
、

白

村
江
で

唐
の

水
軍
に

迎
え
う
た
れ
て
、

壊
滅
的
大
敗
を
う
け
た
。

前
軍
は
こ

の

戦
に

間
に

合
わ
ず
、

水
軍
を
主
と
し
た
後
軍
は
、

白

村
江
の

敗
残
兵
と

百
済
の

亡
命
者
を
収
容
し
て

本
土
に

撤
退
し
た
。

東
国
兵
か
ら

成
る

前
軍
は
、

こ

の

撤
退
作
戦
の

後
衛
を
つ

と
め

つ

つ

順
次
に

引
き
あ
げ
た
。

こ

れ
で

ヤ
マ

ト

軍
は

半
島
か
ら
姿
を
消
す
の

で

あ
る
。

白
村
江
で

大
勝
し
た
唐
将
劉
仁
軌
は
、

引
き
つ

づ
い

て

高
句
麗
討
滅
作
戦
に

忙
し
く
、

新
羅
も
ま
た
半
島
統
一

の

目
的
の

た
め
、

半
島
に

お

け
る

唐
の

行
動
を
牽
制
す
る
必
要
が

あ
っ

て
、

倭
軍
を
追
尾
す
る

余
裕
は
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

徹
底
的
打
撃
を
う
け
た

わ
が

国
は
、

そ
う
し
た

情
勢
を
知
る

由
も
な
く
、

一

刻
も
早
く
国
防
態
勢
を
と
と
の

え
る

必
要
が

あ
っ

た
。

仮
り
に

知
っ

て

い

た
と

し
て

も
、

国
防
整
備
は

緊
急
事
で

あ
っ

た
。

敗
戦
の

翌
年
対
馬
・

壱
岐
・

筑
紫
国
等
に

防
人
と

烽
を
置
き
、

筑
紫
に

水
城
を

築
い

た
。

半
島
撤
退
作
戦
に

後
衛
に

当
た
っ

た
東
国
軍
は
、

臨
戦
態
勢
を
と
っ

た
ま
ま
駐
屯
し
た
。

こ

れ
が
、

防
人
の

起
源
で

あ
る
。

そ

の

総
勢
は
、

三
千
人
、

年
々

一

千
人
ず
つ

が

交
替
し
た
。

こ

の

臨
戦
態
勢
は
、

防
人
の

廃
止
さ
れ
る
九
世
紀
ま
で

解
除
さ
れ
な
か
っ

た
。

動
員
さ
れ
る

防
人
は
、

相
模
・

武
蔵
を
は
じ
め
、

遠
江
・

駿
河
・

伊
豆
（
以
上

静
岡
県

）
・

甲
斐
（
山
梨
県
）・
安
房
・

上
総
・

下
総
（
以
上

千
葉
県

）・
常
陸
（
茨
城
県
）・
信
濃
（
長
野
県
）・
上
野
（
群
馬
県
）・
下
野
（
栃
木
県
）
の

国
々

の

兵
士
で

そ
れ
ぞ
れ
の

国

司
が

自
国
の

兵
士
の

中
か

ら
選
抜
し
、

そ
の

国
の

国
司
が

引
率
し
て
、

摂
津
の

難
波
（
大
阪
市
）
に

集
結
す
る
。

こ

こ

で

征
討
軍
出
征

に

限
っ

て

天
皇
か
ら
派
遣
さ
れ
た
特
使
の

慰
問
を
う
け
、

大
宰
府
の

官
人
に

引
き
わ
た
さ
れ
る
。

難
波
は
防
人
出
陣
の

港
で

あ
る
。
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防
人
は
、

未
婚
の

青
年
が

多
く
、

道
中
、

父
母
を
し
の

ぶ

歌
を
多
く
の

こ

し
た
。

勿
論
、

既
婚
の

青
年
も
い

た
。

彼
ら
の

妻
は
、

足
柄
山
を
越
え
る
夫
を
し
の

ん
で
、

別
離
の

歌
を
歌
っ

た
。

足
柄
峠
（
南
足
柄
市
）
は
、

相
模
の

女
性
の

夫
し
の

び
の

峠
と
な
っ

た
。

㈢
　
律
令
制
下
の

相
武

中
央
支
配
の

体
制

大
化
改
新
で

古
代
の

地
方
の

時
代
は

終
わ
っ

て
、

新
し
い

中
央
支
配
の

時
代
が

始
ま
っ

た
。

新
制
度
で

は
、

す
べ

て

中
央
が

地
方
支
配
を
完
全
に

行
う
よ
う
に

く
み
た
て

ら
れ
た
。

地
方
に

は
す
で

に

数

百
年
の

歴
史
を
も
つ

農
村
が
、

住
民
の

共
同
体
と
し
て

で

き
上
っ

て

い

た
が
、

そ
れ
は
五
十
戸
を
単
位
と

し

た
里
（
の

ち
郷
）
に

再

編
成
さ
れ
た
。

こ

の

戸
は
、

家
族
を
基
準
と
は
し
た
が
、

一

里
五
十
戸
制
に

合
わ
せ
る
た
め
、

数
個
の

家
族
を
あ
わ
せ
て
一

戸
と

す

る

場
合
が

多
か
っ

た
。

従
っ

て

戸
籍
に

登
録
さ
れ
て

い

る

戸
が
、

一

つ

の

家
に

生
活
し
て

い

た
と
も
限
ら
な
い
。

こ

う
し
た

戸
を
創

り
出
し
た
の

も
、

中
央
が

農
村
か
ら
調
庸
を
と
り
立
て
、

兵
士
を
徴
発
す
る
の

に

便
宜
を
考
え
た
上
で

の

こ

と

で

あ
る
。

里
の

長

は
、

そ
の

里
に

住
む
有
力
者
で
、

容
赦
の

な
い

徴
税
を

行
っ

た
。

郡
は
、

大
化
前
代
の

国
造
の

国
を
郡
と
し
た
場
合
が

多
く
、

そ
の

行
政
官
と
し
て
、

前
代
の

国
造
家
の

者
を
天
皇
が

郡
司
に

任
命
し
た
。

郡
司
の

主
要
な
役
目
も
、

徴
税
で

あ
っ

た
。

承
和
七

年
（
八

四
〇

）
大
住
郡
の

大
領
（
郡
の

長
官
）
壬
生
広
主
が
、

困
窮
し
た
農
民
に

代
わ
っ

て

そ
の

分
の

調
庸
を
私
稲
で

代
納
し
、

戸
口

五
千
三

百
五
十
人
を
増
加
し
た
と
し
て

賞
せ

ら
れ
、

翌
年
に

は
高
座
郡
の

大
領
壬
生
黒
成
が
、

貧
民
に

代
わ
っ

て

調
庸
税
を
代
納
し
、

飢
民
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に

は
私
稲
を
与
え
て

救
済
し
た
の

で
、

戸
口

三
千
百
八
十
人
を
増

加
し
た
と
し
て

賞
せ

ら
れ
た
。

数
千
の

人
口

が

突
如
と
し
て

出
現

す
る
わ
け
で

は
な
い

の

に

戸
口

が

増
加
し
た
と

称
し
て

褒
賞
す
る

こ

と
は
、

中
央
の

地
方
支
配
の

意
図
を
示
し
て

い

る
。

国
に

は
、

中
央
の

貴
族
が

国
司
と
し
て

任
命
さ
れ
、

四

年
（
時

に
は
六
年
）
の

任
期
で

赴
任
し
、

行
政
・

警
察
・

裁
判
の

三

権
を

握
り
、

国
の

最
高
責
任
者
と
し
て

地
方
行
政
を
行
っ

た
。

前
代
地

方
の

首
長
で

あ
っ

た
国
造
は
、

祭
祀
者
と
し
て

そ
の

存
続
が
み
と

め
ら
れ
た
が
、

一

国
一

国
造
に

統
合
さ
れ
た
。

相
模
国
で

は
、

日

本
武
尊
に

仕
え
た
と

伝
承
を
も
つ

漆
部
氏
が
、

神
護
景
雲
二

年

（
七
六
八

）
に
、

相
模
宿
禰
の

姓
を
賜
っ

て
、

相
模
国
造
に

任
じ

ら
れ
て

い

る
。

中
央
に
集
中

す
る

官
道

大
化
改
新
以
前
に

は
、

農
民
は
、

現
地
の

首
長

に

そ
の

生
産
物
を
納
め
、

在
地
の

首
長
は
、

そ

の
一

部
を
ヤ
マ

ト

大
王
に
、

御
贄
と
し
て
、

納
め
て

い

た
。

大
化

相模国交通図　木下良『相模国府の所在について』から
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改
新
で

は
、

こ

れ
も
す
べ

て

天
皇
の

も
の

と
し
、

天
皇
か
ら
首
長
ら
に

給
与
す
る
こ

と
に

改
め
た
。

物
資
を
天
皇
の

も
と
に

集
中
す

る
た
め
、

道
路
が

整
備
さ
れ
た
。

中
央
の

支
配
力
を
地
方
に

浸
透
さ
せ
る
た
め
に

も
必
要
で

あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

ミ
ヤ
コ

を
起
点

と
し
て
、

東
海
・

東
山
・

北
陸
・

山
陰
・

山
陽
・

南
海
・

西
海
の

七
道
が

完
成
し
た
の

は
、

大
宝
令
が
完
成
し
た
こ

ろ
で

あ
る
。

各

道
は
、

お

互
い

に

交
錯
せ

ず
に

各
国
の

国
府
を
連
絡
し
、

本
道
を
外
れ
た
国
府
に

は
、

支
線
が
の

び
る
。

武
蔵
国
府
は
、

は
じ
め

上

野
国
か
ら
の

び
る

支
線
で

東
山
道
に

結
ば
れ
た
が
、

宝
亀
二

年
（
七
七
一

）
に
、

相
模
国
府
に

結
ぶ

東
海
道
に
つ

け
か
え
ら

れ

た
。

相
模
国
府
は
、

初
め

か
ら
足
柄
峠
を
越
え
て
、

南
関
東
を
走
る

東
海
道
に

属
し
た
。

こ

の

道
は
、

鎌
倉
郡
・

御
浦
郡
を
経
て

三
浦
水

道
を
渡
っ

て

安
房
国
府
に

至
り
、

北
上
し
て

上
総
・

下
総
を
経
て
、

常
陸
を
終
点
と
し
た
。

こ

の

古
い

東
海
道
は
、

古
代
上
毛
野
氏

の

勢
力
が

武
蔵
に

も
及
ん
で
、

ヤ
マ

ト
の

大
王
の

力
が
、

そ
れ
を
避
け
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
古
代
東
国
の

情
勢
を
反
映
し
た
も
の

と

考
え
ら
れ
る
。

こ

の

国
府
を
連
結
す
る

官
道
の
、

ほ
ぼ
三
十
里
（
一

二

〇
㌔
㍍
）
ご
と
に

駅
を
設
け
、

駅
戸
・

駅
馬
を
常
置
し
て
、

公

用
の

往
来
に

供
し
た
。

相
模
国
内
に

は
、

坂
本
駅
（
足
柄
上
郡
）
・

小
總
駅
（
余
綾
郡
）
・

箕
輪
駅（
大
住
郡
、

一

説
に

余
綾
郡
）
・

浜
田

駅（
高
座
郡
か
、

海
老
名
市
、

あ
る
い

は
厚
木
市
内
と
す
る
説
も
あ
る

）、

県
下
の

武
蔵
国
内
に

は
店
屋
駅
（
町
田
市
付
近
か

）
・

小
高
駅
（
川

崎
市
）
が
あ
り
、

小
高
駅
か
ら
さ
ら
に

大
井
駅
（
東
京
都
）
に

連
な
っ

て
、

下
総
国
（
千
葉
県
市
川
市
）
に

至
っ

た
。

相
模
の

古
代
物
産

八
世
紀
か
ら

九
世
紀
に

か

け
て

の
、

県
域
の

総
人
口

を
、

あ
る

数
学
者
は
十
三
万
二

千
四
百
四
十
人
と

算
出

し
た
。

ま
た
水
田
の

面
積
は
、

一

万
二

千
九
百
二

十
町
歩
（
約
一

万
二

千
八
百
十
ヘ

ク
タ
ー
ル

）
と

推
計
し
た
。

こ

の

水
田
の

面
積
は
、

現
在
ほ
ど
県
下
の

住
宅
化
が

進
行
し
て

い

な
い

昭
和
四
十
年
（
一

九
六
五

）
の

水
田
面
積
の
一

万
四

千
二

百
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五
十
一

ヘ

ク
タ
ー
ル

に

比
べ

れ
ば
、

約
九
〇
㌫
に

な
る
。

古
代
県
域

の

産
業
と

し
て

は
、

水
田
農
業
が

第
一

位
を
占
め

た
こ

と
は
間
違
い

な
い
。

近
世
で

は
相
模
国
の

代
表
的
な
物
産
に

な
っ

た
麦
は
、

奈
良
時
代

以
来
、

政
府
の

裁
培
奨
励
が

行
わ
れ
た
が
、

農
村
で

は
な
か

な
か

麦

に

な
じ
ま
ず
、

折
角
栽
培
し
て

も
、

青
麦
の

う
ち
に

馬
に

食
わ
せ

る

有
様
で

あ
っ

た
。

「
万
葉
集
」
の

東
歌
に

も
「
柵
越
し
に

麦
食
む

子

馬
の

は
つ

は
つ

に

相
見
し

子
ら
し

あ
や
に

愛
し
も

」
と
い

う
歌
が
あ

る
。

農
村
に

麦
栽
培
が

普
及
し
、

日
本
人
の

食
料
と

な
る
の

は
、

平

安
時
代
も
後
期
か

ら
の

こ

と
で

あ
る
。

古
代
相
模
の

農
産
物
の

特
産
物
に

橘

子
が

あ
る
。

橘
は
ミ

カ

ン

の

古
名
と
い

わ
れ
、

本
来
は

南
方
の

産
物
で

あ
る
が
、

そ
の

渡
来
が

伝
説
と
し
て

田
道
間
守
の

話
が

日
本
書
紀
に

あ
る
か

ら
、

由
来
は

古

い
。

今
日
で

も
柑
橘
類
の

分
布
は
、

武
蔵
国
の

南
部
が

北
限
と
さ
れ

て

い

る
が
、

相
武
の

地
は
国
造
時
代
か
ら
、

橘
子
を
特

産
物
と

し

足柄峠　南足柄市から御殿場市へ通じる
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て
、

ヤ
マ

ト

朝
廷
に

献
納
し
て

お

り
、

武
蔵
国
橘
花
屯
倉
の

名
も
、

日
本
武
尊
の

妃
弟

橘

媛
の

名
も
、

橘
樹
郡
の

郡
名
も
、

こ

の

地
の

橘
子
が
、

ヤ
マ

ト
朝
廷
に

強
く
印
象
づ

け
ら
れ
て

い

た
証
拠
で

あ
る
。

ま
た
相
武
台
地
や
西
部
山
岳
地
帯
は
、

い

ろ
い

ろ
な
薬
草
の

産
地
で

も
あ
っ

た
。

中
央
に

運
ば
れ
て
、

官
人
た
ち
の

薬
用
に

供
せ

ら
れ
た
薬
草
は
、

相
模
国
三
十
一

種
、

武
蔵
国
二

十
八
種
に

及
ん
で

い

る
。

薬
草
の
一

種
と
し
て
、

染
料
の

紫
草
も
、

相
模
・

武
蔵

の

有
名
な
物
産
で

あ
っ

た
。

ま
た
足
柄
山
は
、

良
材
の

産
地
と
し
て

も
知
ら
れ
た
。

「
万
葉
集
」
に

は
、

足
柄
山
の

材
で

つ

く
っ

た

船
は
、

船
脚
が

早
い

こ

と
を
た
た
え
た
い

く
つ

か
の

歌
が
あ
り
、

足
柄
峠
の

名
も
、

こ

こ

の

材
で

つ

く
っ

た
船
の

脚
が

早
い

と
い

う

意
味
（
足
軽
）
で

あ
る
と
い

う
説
が
、

平
安
時
代
の

末
に

唱
え
ら
れ
て

い

た
ほ
ど
で

あ
る
。

こ

の

相
模
国
の

材
木
は
、

近
世
の

江
戸

の

城
つ

く
り
、

町
つ

く
り
に

も
用
い

ら
れ
た
。

同
じ
よ
う
に
、

古
代
か
ら

近
世
に

か

け
て

の

相
模
国
の

特
産
に

石
材
が

あ
る
。

江
戸
築
城
の

石
材
に
、

根
府
川
石
が

大
い

に

用
い

ら
れ
た
こ

と
は
有
名
で

あ
る
が
、

和
銅
六
年
（
七
一

三

）
に
、

中
央
政
府
が
、

諸
国
の

調
物
の

調
整
を
行
っ

た
と

き
、

大
倭（
大
和
）・

三
河
は

雲
母
、

伊
勢
は
水
銀
、

相
模
は
石
硫
黄
・

白
樊
石
・

黄
樊
石
、

美
濃
は
青
樊
石
、

信
濃
は
石
硫
黄
、

上
野
は
白
石
英
・

雲
母

・

石
硫
黄
を
献
納
さ
せ

る
と

定
め

た
。

樊
石
は
、

堅
く
て

大
き
な
石
を
い

う
が
、

白
・

黄
・

青
な
ど
の

美
し
い

色
を

も
っ

た

石

材

を
、

相
模
や
上
野
か

ら
、

ど
う
し
て

都
に

運
ぼ
う
と
し
た
の

で

あ
ろ
う
か
。

和
銅
三
年
（
七
一

〇

）
に

平
城
京
に

都
が

移
り
、

宮
城

も
市
街
も
造
営
の

最
中
で

あ
る
。

そ
の

建
築
材
料
に

も
し
よ
う
と
し
た
の

で

あ
ろ
う
か
。

い

ず
れ
に

し
て

も
、

相
模
の

石
材
が

注
目

さ
れ
る

物
産
で

あ
っ

た
こ

と
を
示
し
て

い

る
。

石
硫
黄
は
岩
状
硫
黄
で
、

相
模
の

石
硫
黄
は

箱
根
山
産
、

上
野
の

は
白
根
山
産
で

あ
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ろ
う
。

こ

れ
は
典
薬
寮
の

薬
材
と
さ
れ
た
。

こ

れ
ら
の

硫
黄
は
、

現
代
に

な
り
石
油
化
学
の

副
産
物
と
し
て

の

硫
黄
が
出
現
す
る
ま

で

採
掘
が
つ

づ

け
ら
れ
た
。

相
武
の

古
代
物
産
の

う
ち
、

日
本
の

歴
史
の

流
れ
に

も
大
き
い

役
割
を
荷
っ

た
も
の

に
、

牧
畜
が
あ
る
。

牧
畜
に

も
馬
と

牛
が
あ

る
が
、

相
模
・

武
蔵
で

飼
育
さ
れ
た
の

は
馬
で

あ
る
。

相
武
の

牧
場
経
営
も
、

は
る
か

大
化
前
代
に

さ
か
の

ぼ
り
、

弟
橘
媛
が

走
水

の

海
に

身
を
投
ず
る
と
き
に

歌
っ

た
と
い

う
「
さ
ね
さ
し

相
武
の

小
野
に

燃
ゆ
る
火
の
、

火
中
に

立
ち
て

問
ひ

し

君
は
も

」
と
い

う

の

も
、

相
武
台
地
に

展
開
す
る
牧
草
燃
き
の

歌
で

あ
る
。

東
国
の

馬
は
、

大
化
前
代
か
ら
、

良
馬
と
し
て

ヤ
マ

ト

朝
廷
の

貴
族
た
ち

の

欲
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

「
万
葉
集
」
に

も
、

相
武
の

馬
飼
い

の

歌
が

あ
る
。

武
蔵
国
豊
島
郡
の

防
人
椋
椅
部
の

荒
虫
の

妻
宇
遅

部
黒
女
の

「
赤
駒
を
山
野
に

放
し

捕
り
か
て

に

多
摩
の

横
山
徒
歩
ゆ
か

遣
ら
む

」
の

歌
に

は
、

相
武
台
地
に

放
牧
さ
れ
た
馬
と
、

平

安
末
に

も
な
れ
ば
、

武
蔵
七
党
の
一

つ

と
し
て

活
躍
す
る

横
山
党
の

源
流
を
み
る
こ

と
が
で

き
る
。

大
宝
律
令
の

制
度
で

は
、

全
国
と

中
央
と
を
連
絡
す
る
た
め
に

設
け
た

官
道
の

駅
に

常
備
す
る

駅
馬
や
、

各
国
に

設
け
た

軍
団
（
相

模
国
に

は
、

大
住
軍
団
と

餘
綾
軍
団
が
設
け
ら
れ
た

）
の

兵
馬
を
み
た
す
た
め
、

国
営
の

牧
を
設
け
た
が
、

九
世
紀
に

な
る

と
、

兵
部
省

が

管
轄
す
る

官
牧
が

整
備
さ
れ
た
。

こ

の

官
牧
は
馬
牧
と

牛
牧
が
あ
っ

て
、

東
国
と

西
国
の

十
八
国
に

五
十
一

牧
で

東
国
で

は
相
模

国
高
野
馬
牛
牧
と

武
蔵
国
檜
前
牧
・

神
崎
牧
が

あ
る
。

こ

れ
ら
の

牧
の

現
在
地
を
求
め

る
こ

と
は

困
難
で

あ
る
が
、

十
世
紀
に

な
る

と
、

官
牧
の

外
に
、

御
牧
が

設
定
さ
れ
た
。

御
牧
は
す
べ

て

馬
牧
で
、

勅
旨
に

よ
っ

て

設
定
さ
れ
た
の

で

勅
旨
牧
と

も
い

う
。

勅
旨

牧
は
、

甲
斐
・

武
蔵
・

信
濃
・

上
野
の

四
か

国
で

三
十
一

牧
を
数
え
る
。

相
模
国
内
に

は
見
当
た
ら
な
い

が
、

武
蔵
国
の

石
川
牧
・
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小
川
牧
・

由
比
牧
・

立
野
牧
の

四
牧
が

あ
り
、

石
川
牧
は
横
浜
市
緑
区
石
川
、

小
川
牧
は
東
京
都
秋
川
市
小
川
、

由
比
牧
は
八
王
子

市
、

立
野
牧
は
横
浜
市
緑
区
本
郷
に

比
定
す
る

説
が

あ
る
。

す
べ

て

多
摩
丘
陵
地
帯
で

あ
り
、

そ
の

う
ち
二

牧
が

県
域
に

な
る
。

勅

旨
牧
の

馬
は
、

毎
年
九
月
十
日
に

牧
監
（
牧
場
長

）
が
、

牧
場
に

赴
い

て

馬
に

焼
印
を
押
し
て

報
告
書
を
作
り
、

四
歳
以
上
の

駒
を

選
ん
で

調
練
を
し
、

翌
年
八
月
に

牧
監
ら
が

率
い

て

上
京
す
る
が
、

朝
廷
か
ら
駒
迎
使
を

差
し

向
か
わ
せ
、

い

よ
い

よ

入

京

す
る

と
、

天
皇
は
紫
宸
殿
に

出
て
、

貢
馬
を
閲
覧
し
、

一

部
を
諸
臣
に

頒
賜
す
る
。

こ

れ
を
駒
牽
と

よ
ん
で
、

天
皇
の

権
威
を
示
す
平
安

時
代
の

重
要
な
宮
廷
年
中
行
事
と

な
っ

て

い

た
。

し
か
し
こ

の

駒
牽
も
、

十
一

世
紀
末
平
忠
常
の

乱
以
後
途
絶
え
る
。

代
わ
っ

て
、

相
模
守
が

個
人
的
に

貢
進
し
た
。

こ

れ
は
、

相
模
国
の

馬
牧
が

衰
え
た
の

で

は
な
く
、

官
牧
・

勅
旨
牧
の

経
営
が
、

公
的
な
も
の

か

ら
私
的
な
も
の

へ

と

変
化
し
た
に

す
ぎ
な
い
。

官
道
の

駅
馬
や
軍
団
の

兵
馬
は
、

そ
の

制
度
の

衰
退
に

よ
っ

て

需
要
は
な
く
な
っ

た

が
、

中
央
・

民
間
の

牛
馬
の

需
要
は
か

え
っ

て

増
大
し
、

そ
の

た
め

有
力
貴
族
は
、

そ
の

所
領
荘
園
に

牧
を
加
え
て

い

っ

た
ほ
ど
で

あ
る
。

は
る
か

古
代
か
ら

良
馬
を
産
し
て

い

た
相
武
は
、

馬
の

飼
育
・

繁
殖
・

訓
練
に

す
ぐ
れ
た

牧
飼
の

伝
統
が

あ
る
。

こ

の

伝
統

の

上
に

中
世
の

武
士
が

成
長
し
た
の

で

あ
る
。

文
化
の

伝
播

律
令
体
制
は
、

西
方
か
ら

浸
透
し
た
が
、

そ
れ
は
同
時
に

西
方
文
化
の

浸
透
で

も
あ
っ

た
。

そ
れ
は
、

仏
教
、

帰

化
人
、

中
央
か
ら

赴
任
し
て

来
る

文
化
人
的
官
人
の

三
ル

ー
ト
に

よ
っ

た
。

ま
ず
仏
教
は
、

飛
鳥
時
代
に

中
央
に

建
て

ら
れ
た

法
隆
寺
や
大
安
寺
や
、

奈
良
時
代
の

東
大
寺
の

所
領
が
、

相
模
国
に

も
設
定
さ
れ
た
こ

と
に

始
ま
る
。

ま
た
天
武
天
皇

の

と

き
か
ら
始
ま
っ

た
全
国
の

国
庁
で

の

い

ろ
い

ろ
な
仏
教
行
事
も
、

相
模
の

国
府
で

行
わ
れ
た
で

あ
ろ
う
。

こ

の

国
府
で

の

仏
教
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行
事
は
、

や
が
て

天
平
十
三
年
（
七
四
一

）
の

国
分
寺
・

国
分
尼

寺
の

建
立
へ

と
発
展
す
る
。

相
模
国
分
寺
・

国
分
尼
寺
に

つ

い

て

は
、

今
日
の

海
老
名
市
国
分
に

あ
る

国
分
寺
で

あ
る
と
の

説

が
定
説
と
な
っ

て

い

る
。

金
堂
・

講
堂
・

東
西
廻
廊
・

塔
・

僧

坊
・

中
門
・

築
地
な
ど
の

痕
跡
が

復
原
さ
れ
、

そ
の

寺
域
は
四

町
歩
（
四

㌶
）
を
下
ら
ず
、

寺
域
か
ら

復
原
し
た
塔
は

十
六
丈

（
約
四

十
八
㍍
）
に

及
ぶ

壮
大
な
も
の

で

あ
っ

た
と

推
定
さ
れ
て

い

る
。

東
京
都
国
分
寺
市
に

あ
る

武
蔵
国
分
寺
址
か

ら
は
、

都

筑
・

橘
・

久
良
な
ど
の

郡
名
、

大
井
・

高
田
・

諸
岡
な
ど
の

郷

名
、

更
に

は
戸
主
名
な
ど
を
印
し
た
お

び
た
だ
し
い

瓦
片
が
出

土
し
、

武
蔵
国
内
の

郡
・

郷
・

戸
主
の

総
力
を
結
集
し
た
こ

と

が
う
か
が
わ
れ
る
の

に
、

相
模
国
分
寺
に

は
、

文
字
を
印
し
た

瓦
は
一

片
も
発
見
さ
れ
な
い
。

こ

れ
は
相
模
の

場
合
は
恐
ら
く

大
住
郡
の

大
領
で

富
裕
で

あ
っ

た
壬
生
氏
の

氏
寺
を
転
用
し
た

か
ら
で

は
な
か
ろ
う
か
。

い

ず
れ
に

し
て

も
国
分
寺
は
以
後
、

相模国分尼寺遺跡図　「相模国分寺誌」から国分尼寺講堂址
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各
国
の

華
と
し
て

文
化
の

中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ

と
に

な
る
。

東
大
寺

の

初
代
別
当
良
弁
や
、

第
一

代
の

天
台
座
主
（
延
暦
寺
の

長
官

）義
真
が
、

相
模
国
の

出
身
者
で

あ
る
こ

と

も
、

ま
た

平
安
時
代
の

仏
像
が
、

意
外
に

多
い

の

も
、

仏
教
文
化
の

伝
播
の

ひ

ろ
さ
を
う
か
が

わ
せ

る
。

第
二
の

帰
化
人
に

よ
る
ル

ー

ト
の

痕
跡
は
、

大
磯
町
高
麗
山
の

周
辺
に

濃
厚
に

み
ら
れ
る
。

国
史
「
続
日
本
紀

」
に

霊
亀
二

年
（
七
一

六

）
駿
河

・

甲
斐
・

相
模
・

上
総
・

下
総
・

常
陸
・

下
野
七
国
の

高
麗
人
千
七
百
九

十
九
人
を
武
蔵
国
に

移
し
て

高
麗
郡
を
設
け
た
と

あ
る
。

こ

の

中
の

相
模

国
の

高
麗
人
の

入
国
の

年
時
は
不
明
で

あ
る
が
、

彼
ら
は
、

平
塚
市
・

大

磯
町
の

あ
た
り
に

上
陸
し
た
ら
し
い
。

高
麗
山
に

高
麗
寺
を
建
立
し
、

そ

の

習
俗
を
国
府
の

祭
に

の

こ

し
た
。

高
麗
寺
は
、

鎌
倉
時
代
に

は
、

源
頼

朝
が

妻
北
条
政
子
の

安
産
祈
禱
を
命
じ
た
相
模
国
内
十
五
か

寺
に

加
え
ら

れ
た
。

第
三
の

ル

ー
ト
は
、

来
任
し
た

中
央
官
人
で

あ
る
。

東
国
が

蝦
夷

地
経
営
の

兵
站
基
地
の
一

国
で

あ
っ

た
こ

と
か
ら
、

中
央
の

任
命
す
る

国

司
は
、

武
官
系
が

多
か
っ

た
。

万
葉
歌
人
大
伴
家
持
も
宝
亀
五

年
（
七
七

高麗山　大磯町
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四

）
に

相
模
守
に

任
ぜ
ら
れ
た
。

彼
は
兵

部
少
輔
の

と
き
、

難
波
津
で

東
国
防
人
を
点
検
し
て
、

貴
重
な
防
人
の

歌
を

採
録
し

た
。

万
葉
集
に

は
、

東
歌
が

多
い
。

こ

れ
は

彼
が

相
模
守
の

任
中
に

採
訪
し
た
も
の

で

は
あ
る
ま
い

か
。

家
持
の

採
録
し
た
相
模
国
防
人
の

歌
は
数
首
に

す
ぎ
な
い

け
れ
ど
も
、

こ

れ
に

よ
っ

て

素
朴
な
相
模
農
民
の

歌
心
の

た

か

ま

り

を
、

現
代
の

わ
れ
わ
れ
に

伝
え
る
の

で

あ
る
。

彼
自
身
相
模
で

の

歌
は

残
さ
な
か
っ

た
が
、

古
代
東
国
の

文
化
的
恩
人
で

あ
る
。

蝦
夷
地
が

鎮
静
す
る

平
安
時
代
も
中
ご
ろ
に

な
る
と

文
人
的
な
国
司
の

任
命
も
多
く
な
る
。

そ
の
一

人
に

伊
勢
物
語
の

作
者
と
い

わ
れ
る
在
原
業
平
が
い

る
。

彼
は
元
慶
二

年
（
八
七
八

）
相
模
権
守
に

任
ぜ
ら
れ
た
と

き
は
、

右
近
衛
権
中
将
で

あ
っ

た
。

や

は

り

武
官
で

あ
る
。

彼
と

同
行
し
て

下
向
し
た

彼
の

二

男
滋
春
は
、

小
総
駅
や
箕
輪
駅
で

歌
を
詠
ん
だ
。

「
伊
勢
物
語
」
の

話
の

数
々

も
、

業
平
在
任
中
の

行
状
の

反
映
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、

父
の

菅
原
孝
標
が

下
総
守
の

任
期
が

終
え
た

時
、

共
に

帰
京
す
る

十
三
歳
の

少
女
が
、

多
摩
丘
陵
を
横
切
り
、

足
柄
峠
を
越
え
る

旅
路
の

思
い

出
は
、

晩
年
の

「
さ
ら
し
な
日
記
」
に

か

き
と
め

ら
れ
て
、

文
学

史
上
に

も
有
名
で

あ
る
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、

源
頼
光
の

女
で
、

歌
人
と
し
て

円
熟
し
た
乙
侍
従
は
、

相
模
守
に

任
命
さ
れ
た
夫
大

江
公
資
と

同
行
し
て

相
模
国
府
に

四
年
の

任
期
間
を
す
ご
し
、

相
模
と

号
し
た
。

彼
女
の

歌
集
「
相
模
集
」
は
、

相
模
国
で

の

歌
が

大
部
分
を
占
め

る
。

と
く
に

下
向
三
年
目
の

正
月
、

箱
根
山
に

参
詣
し
、

た
む
け
の

幣
を
草
紙
に

し
て
、

百
首
和
歌
を
書
き
つ

め
、

社
の

下
に

埋
め

た
が
、

や
が
て

箱
根
山
の

僧
か

ら
、

箱
根
権
現
の

百
首
の

返
歌
を
お
く
ら
れ
た
。

平
安
末
、

京
都
で

流
行
し
た
百
首

歌
詠
が
、

こ

の

地
に

も
芽
ば
え
よ
う
と
し
た
が
、

翌
年
夫
の

任
期
が

満
ち
て

共
に

帰
京
し
た
の

で
、

歌
壇
形
成
に

至
ら
な
か
っ

た
。

中
央
官
人
に

よ
る

文
化
伝
播
が
、

現
地
に

根
付
く
こ

と
の

困
難
さ
を
示
し
て

い

る
。
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三
　
中
世
の

夜
明
け

㈠
　
僦
馬
と
騎
馬
の

風
土

僦
馬
の

党

昌
泰
二

年
（
八
九
九
）
上
野
国
か
ら
中
央
に

対
し
て
、

東
国
に

強
盗
が

蜂
起
し
て
、

被
害
甚
大
で

あ
る
と

し

て
、

そ

の

対
策
を
求
め

た
。

そ
の

言
に

よ
れ
ば
、

こ

の

強
盗
の

も
と
を
た
ど
っ

て

み
る
と
皆
、

僦
馬
の

党
の

連
中
で

あ
る
。

近
頃
、

坂
東
諸
国
の

富
豪
の

輩
が

駄
馬
（
荷
物
を
背
に
の

せ
て

運
ぶ
馬
）
で

物
を
運
ん
で

稼
い

で

い

る
が
、

そ
の

駄
馬
は
百
姓
の

馬
を

掠
奪
し
た
も
の

で

あ
る
。

し
か

も
東
山
道
の

駄
馬
を
奪
っ

て

は
、

犯
跡
を
く
ら
ま
す
た
め
に

東
海
道
で

使
い
、

東
海
道
の

駄
馬
を
掠

奪
し
て

東
山
道
で

使
っ

て

い

る
。

そ
の

た
め
一

疋
の

駄
馬
を
奪
う
た
め
に

百
姓
を
殺
す
こ

と
も
辞
さ
な
い
。

あ
げ
く
の

果
て
、

群
党

と

結
ん
で

強
盗
と
な
っ

た
も
の

で

あ
る
。

そ
こ

で

当
国
は
隣
国
と

協
力
し
て

追
討
す
る
と
、

彼
ら
は
解
党
し
て
、

碓
氷
・

足
柄
峠
か

ら

脱
出
し
て

し
ま
う
。

す
で

に

碓
氷
峠
の

坂
本
（
群
馬
県
）
に

遉
羅
（
見
廻
り
）
を
お
い

て

通
過
す
る

者
を
調
べ

て
、

相
模
国
に

移
送

し
て
い

る
が
、

地
方
の
一

国
の

処
置
だ
け
で

は
弱
い

の

で
、

中
央
政
府
の

は
か
ら
い

と
し
て
、

碓
氷
峠
と

足
柄
峠
に

関
を
お
い

て
、

通
行
手
形
を
点
検
し
て

通
行
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
い
、

と
い

う
の

で

あ
る
。

東
国
の

農
民
に

新
し
い

掠
奪
者
が
あ
ら
わ
れ
た
の

で

あ

る
。

し
か

も
そ
れ
は
富
豪
の

輩
で

あ
る
。
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僦
馬
は
雇
い

馬
の

こ

と
で
、

後
に

馬
借
と
よ
ば
れ
た
も
の

で

あ
る
。

平

安
末
期
に

は
、

美
食
美
酒
に

目
の

な
い

美
女
が
、

そ
れ
を
満
足
さ
せ

る
た

め

に

そ
の

夫
に

え
ら
ぶ

男
性
が

馬
借
で

あ
る
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
、

そ
の

稼

は

荒
か
っ

た
。

駄
馬
は
背
に

荷
物
を
負
わ
せ
る
の

で

あ
る
か
ら
力
が

強
け

れ
ば
よ
い
。

速
さ
は
問
題
で

な
い

の

で
、

百
姓
の

耕
馬
が
ね
ら
わ
れ
た
の

で

あ
る
。

後
に

軍
事
的
要
所
と
な
る

碓
氷
・

足
柄
峠
の

関
は
、

こ

こ

に

始

ま
っ

た
。

数
年
後
に
、

相
模
国
か
ら
関
設
置
の

効
果
が
あ
っ

た
こ

と
が
報

告
さ
れ
た
が
、

通
行
手
形
は
一

層
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

内
乱
と
相
武

天
慶
二

年（
九
三
九

）に
北
関
東
で

起
こ

っ

た

平
将
門
の

乱
は
、

古
代
国
家
を
ゆ
り
う
ご
か
し
た
最
初
の

内
乱
で

あ
る
ば
か
り
で

な
く
、

こ

れ
ま
で

西
日
本
の

政
権
に

駆
使
さ
れ
て

来
た
東

日
本
の

人
々

が
、

西
日
本
か
ら
自
立
す
る

最
初
の

烽
起
で

あ
っ

た
。

平
将

門
自
身
は
桓
武
天
皇
五
世
の

孫
で
、

祖
父
高
望
王
が
、

平
姓
を
賜
っ

て

上

総
介
に

任
ぜ
ら
れ
て

東
国
に

土
着
し
て

三
代
目
で

あ
る
。

東
国
に

土
着
し
た

高
望
の

子
は
、

上
総
・

下
総
・

常
陸
等
に

田
地
を
開
い

て

領
主
と
な
り
、

そ
の

子
孫
は
、

関
東
八
平
氏
と
な
っ

た
が
、

将
門
は
、

下
総
の

北
部
猿
島
郡
を
中
心
に

所
領
を
開
発
し
た
父
良
持

駄馬　「石山寺縁起」から
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の

死
後
、

同
族
間
と

所
領
を
め

ぐ
っ

て

紛
争
を
お
こ

し

合
戦
に

及
ん
だ
。

将
門
は

常
に

優
勢
で

あ
っ

た
。

勢
に

乗
じ
て
、

同
族
外
の

紛
争
に

も
乗
り
出
し
た
こ

と
か

ら
、

つ

い

に

常
陸
国
府
を
攻
略
す
る

破
目
と
な
り
、

つ

づ
い

て

下
野
国
府
、

上
野
国
府
を
も
占
拠
、

天
皇
の

任
命
す
る

国
守
を
放
逐
し
、

つ

い

に

上
野
国
府
で
、

自
ら
新
皇
と

宣
言

し
、

本
拠
猿
島
郡
に

都
を
計
画
し
、

坂
東
八
か

国
と

伊
豆
国
の

国
守
と

百
官
を

任
命
し
た
。

相
模
守
に

は
、

弟
将
文
を
任
命
し
た
。

こ

の

こ

ろ
相
模
国
府
は
大

住
郡
に

あ
り
、

将
門
は
こ

の

国
府
も
巡
検
し
た
。

こ

の

将
門
反
乱
の

報
は
、

京

都
の

貴
族
た
ち
を
驚
か
せ
た
が
、

将
門
自
身
は
、

王
国
建
設
の

翌
年
二

月
十
四

日
、

同
族
平
貞
盛
と

下
野
の

豪
族
藤
原
秀
郷
の

連
合
軍
に

破
れ
て

敗
死
す
る
。

京
都
で

は
征
夷
大
将
軍
藤
原
忠
文
ら
を
征
討
使
と
し
て

出
発
さ
せ

た
が
、

そ

の

到
着
以
前
の

こ

と
で

あ
る
。

乱
の

平
定
も
、

東
国
の

人
々

に

よ
っ

た
の

で

あ

る
。

ま
た
こ

の

乱
で

の

主
要
な
戦
闘
は

騎
馬
戦
で

あ
る
。

同
じ
こ

ろ
西
国
で

は

藤
原
純
友
の

反
乱
が
お
こ

っ

て

い

た
。

こ

の

乱
は

専
ら

船
に

よ
る
反
乱
で

あ
っ

た
。

東
の

騎
馬
は
、

古
代
蝦
夷
戦
で

き
た
え
ら
れ
、

東
国
で

の

牧
飼
の

伝
統
の

上
に

養
わ
れ
た
も
の

で

あ
る
。

東
国
は
こ

の

乱
で
、

西
国
支
配
か
ら
の

離
脱
第
一

歩
を
示
し
た
の

で

あ
る
。

将門塚　東京都千代田区
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将
門
敗
死
の

後
に

東
国
に

入
っ

た
征
討
軍
は
、

残
党
の

掃
討
を
行
い
、

相
模
国
で

は
、

将
門
の

兄
将
俊
、

将
門
に

常
陸
介
に

任
ぜ
ら

れ
た
藤
原
玄
茂
を
討
ち
と
っ

た
。

平
忠
常
の

乱
と
相
武

将
門
の

乱
か
ら
お
よ
そ
九
十
年
、

都
で

栄
華
を
誇
っ

た
藤
原
道
長
が
死
ん
だ
翌
年
、

長
元
元
年（
一

〇
二

八

）房
総
の

地（
千
葉
県

）で
平
忠
常
の

乱
が

起
こ

っ

た
。

朝
廷
は
、

検
非
違
使
平
直
方
と

中
原
成
道
が

追
討
使
と
し
て

現
地
に

派

遣
し
た
が
、

三
年
た
っ

て

も
鎮
定
で

き
ず
、

現
地
の

荒
廃
は
、

将
門
の

乱
以
上
で

あ
っ

た
。

結
局
、

朝
廷
が
、

源
頼
信
に

交
代
さ
せ

る
と
、

忠
常
は

戦
わ
ず
し
て

頼
信
の

も
と
に

出
頭
し
て

降
参
し
、

乱
は
あ
っ

け
な
く
終
結
し
た
。

平
直
方
は
、

鎮
定
に

は
失
敗
し
た

が
、

坂
東
に

滞
在
中
に
、

鎌
倉
に

館
を
つ

く
り
、

鎌
倉
幕
府
を
き
ず
い

た

北
条
氏
の

祖
を
東
国
に

の

こ

し
た
。

そ
の

上
、

頼
信
の

子

頼
義
の

武
勇
に

感
じ
、

婿
に

迎
え
て

鎌
倉
館
を
ゆ
ず
っ

た
。

直
方
の

娘
と

頼
義
の

間
に
、

八
幡
太
郎
義
家
・

義
綱
・

義
光
の

三
子
が

生
ま
れ
、

源
氏
の

世
を
出
現
す
る
こ

と
と
な
る
。

頼
信
に

従
っ

て

忠
常
の

乱
に

東
下
し
た

頼
義
が
、

長
暦
元
年
（
一

〇
三
七

）
相
模
守
と
な
っ

て

再
び
東
国
に

下
向
す
る

と
、

人

民

は
彼
に

帰
服
し
、

拒
捍
の

類
（
納
税
拒
否
者

）は
、

あ
げ
て

奴
僕
の

よ
う
に

奉
仕
し
、

会
坂
（
近
江
、

こ

れ
よ
り
東
国

）
以

東
の

弓
馬
の

士
の

大
半
は
、

頼
義
の

門
客
と
な
っ

た
。

陸
奥
の

地
に

前
九
年
の

役
が

起
こ

る
と
、

陸
奥
守
と
な
っ

た
頼
義
は
、

国
衙
の

兵
と

門
客

と
な
っ

た
東
国
の

士
を
組
織
し
て

転
戦
し
た
。

敵
方
の

現
地
の

土
豪
安
倍
氏
の
一

族
の

団
結
は
固
く
、

前
後
十
二

年
に

わ
た
る

苛
烈

な
戦
闘
を
く
り
返
し
た
。

天
喜
四
年
（
一

〇
五
六

）十
一

月
の

黄
海
（
岩
手
県
東
磐
井
郡
藤
沢
町

）
の

戦
で

大
敗
し
た
頼
義
は
、

一

時
は

戦
死
と

思
わ
れ
た
。

こ

の

時
、

辛
く
も
敵
の

包
囲
を
脱
出
し
た
佐
伯
経
範
は
、

「
自
分
は

将
軍
に

仕
え
て

三
十
年
、

将
軍
に

地
下
ま
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